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 本学では、2014 年 4 月より IC カードによる出席☜ㄆシステ࣒を運⏝している。こ

の出席☜ㄆシステ࣒では、教員が各授業の出席情報を☜ㄆすることや、学生が各履修

科目の出席状ἣを☜ㄆすることを目的として学ෆで運⏝されてきた。一方で、本シス

テ࣒は学生の出席を横᩿的にᢕ握することが可能なことから、学ෆ部ᒁで連携し、連

続して」数科目にわたり欠席している学生の☜ㄆをする運⏝も実施してきた。本研究

は、2015 年度から 5 年間実施した、連続欠席をした学生にメール配信の機能を⏝いて

連⤡する仕組みについての結果を報࿌する。なお、対象学生は、学部３年次までとし

た。そして、この出席☜ㄆシステ࣒の情報を活⏝したメール配信の効果について学生

相談ࢭンターと行った機能ホ౯についても報࿌する。 

 
１．はじめに 

 
１．１ 本取り⤌みのᴫせ 

 
 本取り組みの開ጞ時における 2014 年度において、また近年においても、大学では、

精⚄的な問題を抱え、その結果学業不振や休学や㏥学をする学生がቑえている（文献

[1]）。 特に問題となるのは精⚄的に問題を抱えている学生が「うつ状ែ」から命を⤯

つことを選ᢥする場合もあり、特にそうした学生を早期に発見することは、大学にお

いて必要不可欠なこととなっている。一方で、大学における授業については、各授業

単位で出席を取ることが主流で、同時に履修している」数の௚の授業を欠席している

学生や、そもそも大学にしばらく来ていない学生をᢕ握することは難しかった。 そう

した中、ICT 活⏝により฼便性が高まり、大学で出席☜ㄆシステ࣒を使⏝することが

ቑえてきており（文献[2]）、その出席☜ㄆシステ࣒のロࢢを活⏝する仕組みの構築が

進んでいる。信州大学においても、文献[3]および文献[4]でも報࿌しているように 2014
年から出席☜ㄆシステ࣒を導入し、IC カードとなる学生ドを⏝いて出席☜ㄆを実施す

る運⏝を導入し、ヨ行運⏝からその効果を☜ㄆしている。教室やᅗ書㤋に設置した IC
カードリーダに対して学生ドをかざし、ᡴ้することで、学生のᡴ้の記録を཰集し、

それを活⏝して学生や授業のサ࣏ートと連携することも可能となった。 出席☜ㄆシス

テ࣒の導入時に、学ෆで活⏝方ἲを᳨ウする過⛬で、学生のメンタル࣊ルスについて

49



のサ࣏ートも視野に入れていたことから、ಶ別の授業の出席☜ㄆを㉸えて、横᩿的に

学生の大学へのཧ画状ἣを☜ㄆする活⏝方ἲ等について、学務部学務ㄢおよび総合情

報ࢭンターを中心に組⧊的に取り組むこととなった。 
 
１．２ 本◊✲の目的 

 
本研究の目的は以下の２つである。１つ目は学生のᡴ้情報を横᩿的にᢕ握するこ

とが可能な出席☜ㄆシステ࣒を活⏝して、連続して欠席する学生に対して大学から連

⤡し、欠席が続き大学へのཧ画が乏しい学生を早期に発見し、学生への未連⤡を㜵ぐ

取り組みの経年ẚ㍑をすることである。２つ目は、この取り組みの機能ホ౯として、

ᢳ出されたࢹータと学生相談ࢭンターへの相談歴との㛵連性を報࿌することである。 
 
２．本取り⤌みの内容 

  
  本取り組みでは、出席☜ㄆシステ࣒で཰集した学生のᡴ้情報において、連続して

欠席している「２㐌間連続して記録されていない学生」をシステ࣒の機能でᢳ出し、

その学生に連⤡する仕組みを構築した。ここで཰集するࢹータは、教室の IC カードリ

ーダだけでなく、ᅗ書㤋の IC カードリーダもྵみ、授業またはᅗ書㤋に２㐌間連続し

て記録されていないという学生のෆᐜを♧すことになる。 
   学生に連⤡をする仕組みを学ෆで構築するにあたり、メール配信機能を使⏝するこ

とにした上で、メール配信対象者の☜ㄆについては、一度学生のリストをᢳ出した後

に、各学部で配信に適した対象者かを☜ㄆした上で、実際のメール配信対象者を選定

し、実行することとした（ᅗ１）。 

 

              ᅗ１ 出席☜ㄆシステ࣒におけるメール配信の流れ 
  
  このメール配信前の各学部での☜ㄆの必要性ついては、次の２点にあった。１点目

は᪤に前月に学生に連⤡していて、休学の連⤡を受けている、あるいは௚にࢥンタࢡ

トを取っている等の状ἣの場合には、配信の必要がないのでメール配信対象外にする

ことである。もう１点目は野外授業等で、ᡴ้情報がない理⏤がメンタル࣊ルスの問

題を抱えていることでないのが明らかな場合を、メール配信対象外にするためである。

このようにしてメール配信を行うのに効果的な学生を選別した上でメール配信を実行

する仕組みを、システ࣒と人の運⏝を連動させた、すなわちシステ࣒からのࢹータᢳ

出と人の☜ㄆ作業の両方を運⏝する仕組みとして構築した。 
 次に、ᢳ出の方ἲについて㏙べる。出席☜ㄆシステ࣒の中に、「２㐌間連続欠席の学

生」の対象者をᢳ出することができる機能を構築した。この機能については、アࢭࢡ
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ス権限を持ったもののみが実行する仕組みとして構築した。 
 
             表１ 出席☜ㄆシステ࣒におけるメール配信㛵連機能 

 
 このように２㐌間連続欠席の学生のᢳ出については「メンタル࣊ルスࢹータ᳨⣴」

を実施して２㐌間連続してカードリーダからࢹータ཰集されていない学生をᢳ出した

後で、「メール配信対象者ᢳ出ฎ理の実行」を行い、結果をリストとして CSV ᙧ式で

出力するෆᐜとなる（表１）。それࡒれのシステ࣒の機能におけるイメーࢪはᅗ２のよ

うになる。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ᅗ２ メンタ࣊ルスࢹータ᳨⣴（上ᅗ）および実行画面（下ᅗ）イメーࢪ 
  
  まず、「メンタル࣊ルスࢹータ᳨⣴」について説明する。この機能では主に「対象ࢹ

ータ」「配信パターン」「学年」「期間」を選ᢥできるෆᐜとした。「対象ࢹータ」につ

いては、本機能はここで㏙べる取り組みの௚にも必要にᛂじて௚のロࢢイン情報も取

得できるようになっているため、対象ࢹータでの選ᢥができるようにした。「配信パタ

ーン」についても、全科目でなく、連続して出席していない科目を指定して☜ㄆする

機能も付ຍした。そして年次が数字に対ᛂした「学年」と「期間」を選ᢥできるෆᐜ

となっている。「期間」で指定した範囲のどの日についても、その日をྵむ前後一㐌間
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をྵむ２㐌間ᡴ้されていない場合が、ᢳ出対象となるようにした。通常は「対象ࢹ

ータ」でメール配信対象を選ᢥし、「配信パターン」で全科目を選ᢥし、「学年」で１、

２及び３を選ᢥし、期間はヱ当年度の月初から月ᮎの日⛬を指定して毎月運⏝する使

⏝とした。 
  次に、「メール配信対象者ᢳ出ฎ理の実行」について説明する。この機能は先の「メ

ンタル࣊ルスࢹータ᳨⣴」の結果をファイル出力できるෆᐜとなる。ここの「ᢳ出期

間」については、「メール配信対象者ᢳ出ฎ理の実行」を実施した日付をྵむことで、

必要なࢹータをᢳ出可能とした。「ฎ理᏶஢メール送信先」は᪤に特定のメール配信専

⏝アカ࢘ントを定めそのෆᐜが記載されるෆᐜとした。メンタル࣊ルスࢹータ᳨⣴を

実施すると、バッチฎ理が実行され、その後に次の「メール配信対象者ᢳ出ฎ理の実

行」を行うことで、連続欠席学生のᢳ出ࢹータが得られる。 
  また、メール配信については専⏝のメールアカ࢘ントから送信されるメールの文面

については、下記のෆᐜとなる（ᅗ３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        ᅗ３ メール配信のෆᐜ 
 
３．本取り⤌みの結果 

 
３．１ ࣓ール㓄信の⤒ᖺ比較 

 

  メール配信のࢹータの件数について2015年度から2019年度までをẚ㍑した。ᅗ㸲は

連続欠席学生のᢳ出者の推移を♧す。2015年4月は未実施のため0の್となる。ᢳ出者

数については、いずれの年度とも、実習等のある授業が存在することで、メンタル࣊

ルスの問題を抱えているかྰかにヱ当しない学生がྵまれ、件数が多くᢳ出された月

があるが、全体のഴ向としては、どの年度とも、前期の4月から7月より、後期の10月
から1月にᢳ出数が多くなっているという大きなഴ向は♧された。また、いずれの年度

も、前期の中では7月にᢳ出数が最も多いという結果であった。後期においては12月ま

たは1月がᢳ出数が最も多いという結果であった。例えば2019年度において、4月のᢳ

出数と、7月、12月をẚ㍑すると、それࡒれ、31人から226人、204人と、6ࠥ7ಸにቑ大

していることがわかった。年度間のẚ㍑を行うと、最終年度の2019 年度においては過
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去年度より7月のᢳ出数が特に多いという結果があり、一方で後期の12 月及び1月のᢳ

出数は例年と同⛬度か少ない結果となった。  

                ᅗ㸲 ᢳ出者の2015年度から2019年度の推移（人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ᅗ５ メール配信対象者の2015年度から2019年度の推移（人）  

  ᅗ５は、2015 年度から 2019 年度までの実際にメールを配信したメール配信対象者

の件数の推移である。2015 年度前期はメール配信未実施のため 0 の್となる。ᅗ㸲に

♧したᢳ出者との違いは、システ࣒だけでなくリストを☜ㄆする人の工⛬もྵめた上

で選定された対象者数を♧しているところにある。そのため、このࢹータにおいては、

実習等で２㐌間連続欠席になった学生等や᪤に連⤡῭の学生はྵまれてない。 ᅗ㸲の

ᢳ出者とẚ㍑するとその件数が⤠られたෆᐜになっているが、いずれの年度において

も、後期になるにつれて件数がቑえるഴ向があることは同様の結果であった。また年

度間ẚ㍑をすると、2017 年と 2019 年については、ᢳ出者と同様に前期の中で 7 月に

があるが、2016ࢡーࣆ 年と 2018 年については、7 月は特に際立ったࣆーࢡになってい
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なかった。後期の12月または1月に件数がቑ大することはどの年度でも共通であった。 
 

３．２ ࣓ール㓄信の仕⤌みの機能評価 

  ᢳ出機能及びメール配信のホ౯/効果については、学生相談ࢭンターを฼⏝する学生

と㔜なりがあるのかという観点から調ᰝを実施した。この調ᰝは、2016年度から実施

しており、ᢳ出ࢹータを学生相談ࢭンターにᥦ♧し、各月のᢳ出数およびメール配信

対象者数のうち、学生相談ࢭンターに相談のあった学生数について、ಶ人情報をఅせ

た状ែで統計的数್のみのフ࢕ードバッࢡを受け作成した。表２は2016年度から2019
年度までの推移をẚ㍑した結果を♧す。 

             表２：学生相談ࢭンターに相談のあった学生の割合（㸣） 

 

 ここでの集計はヱ当年度時点で、学生相談ࢭンターの฼⏝歴があった学生の人数を

集計し割合を算出した。͒ 多くの年度の月において、ᢳ出数およびメール配信対象者数

の⣙ 1ࠥ3 割は学生相談ࢭンターの฼⏝歴があった学生と㔜なりがあった。2016年度

については特に年度ጞめに㔜なりが大きいഴ向があった。2017年度については7月にそ

のഴ向があり、2018年度は年度ጞめと後期のጞまる10月に㔜なりが大きいഴ向があっ

た。2019年度については、平ᆒ್を☜ㄆしても、例年は 1ࠥ2 割であり、2019年度に

㔜なりがቑえたことは特徴として挙げられた。そのため、2019年度の結果をྵめても、

このᢳ出条件と各学部でメール配信対象者を選ᢥする仕組み全体の機能について、何

らかの問題を抱えている可能性のある学生をྵんでいるという観点で、ある⛬度の᭷

効性があるといえると考えられた。 また、メール配信対象者のうち学生相談ࢭンター

の฼⏝歴があった学生については、2016、2017 年度では、6月に18%と多くなり、2018 
年度においては、特に 4 月と10月に対象者の割合が多かった。2019 年度については5
月が特に多く全月で㔜なりが多かった。 

 

４．本取り⤌みで᫂らかになったこと 

 
４．１ ᢳ出データの⤒ᖺኚ化 

 

 大学へのཧ画が乏しい学生のᢳ出について、まずシステ࣒でᢳ出し、その上で実際
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に連⤡が必要な学生を各学部で☜ㄆするという、システ࣒と人の運⏝を合わせた取り

組みの経年変化を☜ㄆした。この結果から、年度によって多少の差␗は存在するもの

の、連続欠席の学生が年度ጞめである㸲月とẚ㍑して後期の特に 12 月１月がその割合

が特にቑえるということ、また年度初めから終஢にかけて徐々にቑ大することを件数

で☜ㄆすることができた。このഴ向はシステ࣒でᢳ出した結果である「ᢳ出者」のࢹ

ータにおいても、人を介して☜ㄆした結果である「メール配信対象者」においても、

いずれにもいえることであった。一方で、前期の終஢月である 7 月については、対象

者が一度少なくなる年度と、前期の中でቑえる年度が存在した。これは「ᢳ出者」の

。ータからは分からないことであったが、「メール配信対象者」の結果から分かったࢹ

これらの違いの理⏤については件数だけからは明らかにできないが、ഴ向に差がある

ことも☜ㄆすることができた。 
 

４．２ 機能評価 

 

 「２㐌間連続して欠席している学生」をᢳ出するという機能について、メンタル࣊

ルスの問題を抱えている可能性のある学生をྵんでいるという点において、学生相談

の結果から、ある⛬度の᭷効性が♧された。このᢳ出ࢡードバッ࢕ンターからのフࢭ

機能によって対象者に呼びかけることは、本取り組みの目的である問題を抱えている

可能性のある学生への大学からの未連⤡を㜵ぐということにつながるといえる。 
 

 わりに࠾．５

 

  本取り組みによって、出席☜ㄆシステ࣒を使⏝して、横᩿的に学生の大学へのཧ画

状ἣをᢕ握し、欠席が多く問題を抱えている可能性の高い学生に働きかける仕組みに

᭷効性があることが☜ㄆされた。一方で、この取り組みに限⏺があることもいくつか

♧၀された。１つは「メール配信」そのものの᭷効性である。メール配信があった結

果、学生相談ࢭンターにゼれた、あるいは授業に出席するようになった、という効果

を ることはできなかったという点がある。また期間を限定して特定の期間に「不在」

の学生を☜ㄆする方ἲでは使⏝できず、その仕組みも持ち得ていた方が良い場合もあ

った。そして最後は、授業ᙧែを問わず、問題の抱えている学生をᢳ出する方ἲも今

一度考え┤す必要があるということである。 
 2020 年度についてはࢥロࢼ⚝でオンライン授業が中心に行われ、出席☜ㄆシステ࣒

は運⏝することが出来なかった。学生は Moodle の e-learning システ࣒や WEB 会㆟を

使⏝しての授業ཧຍが中心となり、出席はಶ々の授業単位でその方ἲも統一されたも

のではない運⏝となった。この社会状ἣからの影響を受けて、出席☜ㄆ方ἲそのもの

の見┤しにຍえて、長期で大学にཧ画出来ていない学生の☜ㄆ方ἲについて、௚の方

ἲで実施する必要が生じた。学ෆや授業で使⏝するシステ࣒へのロࢢイン等、あるい

は一時ࢹータでなくとも授業の出席状ἣを横᩿的に連⤡し合う仕組みが必要など、方

ἲについて一度考え┤す必要がある。出席☜ㄆシステ࣒の機能のみからᢕ握する方ἲ
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については一༊切りとなった。今後のハイブリッド、ハイフレッࢡス型などの授業ᙧ

ែの変化や、学生が学ෆ施設を฼⏝する方ἲの変化にకって、大学へのཧ画が乏しい

学生についてのᢕ握方ἲを、いくつかの方ἲのే⏝ということで、改めてࢨࢹインを

考える必要がある。 
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